
本校設立当初の校舎（関口昌孝氏所蔵写真）

右手に 「東京美術學校」と記した木の仮門標が見える。

用
地
お
よ
び
校
舎

東
京
教
育
博
物
館

本
校
が
最
初
の
校
舎
と
し
て
用
い
た
建
物
は
上
野
公
園
内
の
東
京
教
育
博
物

館
で
あ
る
が
、
校
舎
お
よ
び
用
地
決
定
に
関
す
る
文
書
類
は
現
存
し
て
い
な

い
。
た
だ
、
当
時
の
新
聞
の
中
に
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

東
京
美
術
學
校
同
校
は
蒲
々
上
野
公
園
内
な
る
教
育
博
物
館
隣
地
へ
候

に
建
築
す
る
事
に
決
定
せ
し
に
付、

文
部
専
門
學
務
局
長
演
尾
新
、
會
計

局
長
久
保
田
議
、
三
等
技
師
山
口
半
六
の
三
氏
に
は
、
該
地
検
分
と
し
て

一
昨
日
午
後
二
時
よ
り
同
所
へ
赴
き
た
り
。

第
六
節

（
明
治
二
十
一
年
七
月
一
日

『東
京
日
日
新
聞
』
）

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
二
十
一
年
七
月
の
時
点
で
は
東
京
教
育
博
物
館
の
隣

地
に
校
舎
を
新
築
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

同
年
八
月
末
に
な
る
と
次
の
よ
う
な
記
事
が
登
場
す
る
。

東
京
美
術
學
校
豫
て
岡
倉
覺
三
氏
（
文
部
省
美
術
學
校
幹
事
）
等
の
計

画
に
て
設
立
す
べ
き
東
京
美
術
學
校
ハ
目
下
事
務
も
概
ね
整
頓
し
且
つ
同

氏
ハ
京
坂
地
方
美
術
取
調
を
終
へ
去
廿
五
日
夕
蹄
京
せ
し
に
依
り
猶
協
議

の
上
々
野
教
育
博
物
館
の
都
合
次
第
同
館
を
借
受
け
開
校
す
る
筈
な
り
と
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い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
、
新
築
計
画
は
一
転
し
て
建
物
借
用
へ
と
変

更
し
、
遂
に
は
東
京
教
育
博
物
館
の
方
が
湯
島
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
辺
の
経
緯
は

『
国
立
科
学
博
物
館
百
年
史
』
（
昭
和
五
十
二
年
同
館
発
行
）
に
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
隠
微
な
事
情
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
左
記
の
竹
内
久

一
の
回
顧
談
に
も
そ
れ
が
窺
わ
れ
る
。

學
校
組
織
の
準
備
が
出
来
て
愈
々
上
野
の
教
育
博
物
館
の
跡
へ
移
る
事
に

な
っ
た
。
尤
も
此
の
移
る
事
も
ま
だ
秘
密
で
稜
表
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

芳
崖
先
生
が
教
務
上
の
事
や
ら
秘
密
の
事
や
ら
は
、
何
時
で
も
侃
先
に
聴

い
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
4

る
次
第
で
す
か
ら
、
芳
崖
氏
を
始
め
と

し
て
、
友
信
氏
正
明
氏
と
私
と
が
、
ま
だ
盛
ん
に
縦
翌
を
許
し
つ
4

あ
る

教
育
博
物
館
に
出
掛
て、

ひ
そ
か
に
敷
地
の
検
分
を
や
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
二
十
一
年
の
秋
の
事
で
、
此
時
に
な
っ
て
は
會
計
主
任
に
は
鳥
羽

聖
敬
氏
が
来
ら
れ
、
ま
た
黒
川
員
頼
氏
も
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
長
沼
守
敬

氏
は
博
物
館
へ
轄
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
愈
々
移
轄
の
準
備
が
整
ふ

と
同
時
に
、
折
角
今
迄
丹
精
さ
れ
た
芳
崖
先
生
が
病
氣
に
か
4

ら
れ
死
去

マ
マ

さ
れ
た
、
そ
れ
が
二
十
一
年
十
一
月
四
日
で
歳
は
六
十
一
で
あ
っ
て
、
谷

中
長
安
寺
に
葬
ら
れ
、
臥
龍
居
士
と
琥
さ
れ
た
、
芳
崖
先
生
は
唯
敷
地
の

み
を
見
た
ば
か
り
で
、
歿
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
葬
式
は
美
術
學
校
の
教

授
と
し
て
の
資
格
で
學
校
の
前
を
通
過
し
た
の
で
あ
る
。

（
「
竹
内
教
授
の
昔
物
語
」
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
九

号
。
明
治
三
十
六
年
五
月
）

い
ふ
。

（
同
年
八
月
二
十
八
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）

竹
内
久
一
ら
が
「
ひ
そ
か
に
敷
地
の
検
分
を
や
っ
た
」
の
は
、
博
物
館
と
の

摩
擦
を
懸
念
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
竹
内
が
そ
れ
を
二
十
一
年
秋
と
し

て
い
る
の
は
、
前
出
の
新
聞
記
事
が
示
す
と
お
り
同
年
八
月
に
は
本
校
の
博
物

館
へ
の
移
転
が
公
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
時
期
的
に
遅
す
ぎ
る
よ
う
で

あ
る
。本

校
側
は
上
野
移
転
を
強
く
望
ん
で
い
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
の
ち
に

本
校
校
長
と
な
っ
た
正
木
直
彦
が
開
校
満
二
十
五
年
記
念
式
典
の
際
に
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

本
校
が
位
置
を
上
野
に
卜
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
も
ま
た
一
場
の
御
話

し
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
前
に
も
申
上
げ
た
濱
尾
男
爵
が
本
校

開
校
以
前
に
、
圏
粛
取
調
の
用
務
の
為
に
獣
洲
各
地
へ
出
張
さ
れ
た
と
き

に
、
伊
太
利
へ
も
行
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
或
る
日
此
伊
太
利
羅
馬
の

元
の
メ
ヂ
チ

ー
家
の
別
業
の
跡
に
設
け
ら
れ
て
あ
る
佛
國
美
術
學
院
へ
行

か
れ
て
見
る
に
、
其
地
は
市
街
の
中
で
あ
る
が
、
小
高
き
慮
で
、
河
に
臨

マ
マ

み
林
を
控
へ
と
い
ふ
ゆ
う
や
う
に
、
洵
に
幽
選
で
風
致
の
あ
る
、

一
頭
地

を
抜
い
て
居
る
虞
で
あ
っ
た
の
に
男
爵
が
感
ぜ
ら
れ
、
成
る
ほ
ど
美
術
學

校
は
か
う
い
ふ
慮
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
ら
れ
て
、
蹄
朝
後
此
上

野
の
如
く
、
高
潔
で
茂
林
の
あ
る
慮
で
な
け
れ
ば
、
外
に
美
術
學
校
を
置

く
所
が
な
い
と
思
は
れ
て
、
営
時
の
教
育
博
物
館
を
本
校
と
し
た
の
で
あ

る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

上

野

選

定
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